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第 1縞 植突に依る{索虫駆除に関する臨床的研究
本編は権実 (Torreyanucifera)の傍虫駆除作用に就き臨床的に研究せるもので，昭和 21
年より 28年の間，国立千葉病院内科へ入院した僚虫症例の内，著者の作製した樫実生薬を 10
例に，同搾汁液を 6例に投与し，対照として他の駆虫法を行った 4例と共に排虫状況，排出虫
休の性状及び副作用を観察した。叉此等20fJUの他に駆虫法を行わなかった 3例合計 23例の臨
床所見を検討した。
工 極実生薬について
わ作製方法は乾燥せる極実の内種皮を剥ぎ，乳 
鉢にて種子を細末状となる迄充分粉砕し，この 150g 
に水 200ccを加え粥状とし， 3日間室内叉は氷室内
に放置せる後内服せしめる。 
2) 極実生薬 1回投与を行った無銑僚虫症 10例
(各例 1僚寄生〉中 9例は完全なる駆虫を得たが， 1 
例再発した。排虫迄の時聞は服薬後 9乃至 12時間 
僚，連鎖状排7僚で，塊状排出4日後3乃至2素，{I6 
出 3僚であるo更に3若死して排出されたもの 6僚， 
生存の俸のもの 4僚で，頭部及び頚部が細く砕けて
おるもの 9_{i鼠然らざるもの 1僚であり，排出体の
長さは 6.1乃至 2.0mで、あった。 
3) 副作用は 9-例になく 1例に軽度腹痛を認め
た。
E 極実搾汁液について
。作製法は生薬 1四分をその億か或は 30分煮
沸後，微量圧縮器にて 100乃至 150kg/cm2の圧力
下に圧搾汁せる灰褐色混濁液全量(非煮沸時 200cc， 
煮沸時 150cc)を内服せしめる。 
2) 梅突搾汁液 1回投与を行った無鈎傑虫症 5例
では副作用なく， 4例(1例 3僚他は 1篠寄生〉に完
全なる駆虫を得たが 1例再発した。排虫迄の時間は
服薬後 21':1至 3 1=14{1鼠 4日後 3僚で， 塊状排出 4
僚，連鎖状排出 3僚である。更に籍児して排出され
たもの 2僚，生存の盤のもの 5僚で，頭部及び頚却
が細かく砕けておるもの 6傑，然らざるもの 1僚で 
あり，排出体の長さは 6.7乃至1.6mであった。
3) 笈小傑虫症の 1例は卵数減少せるも，完全駆
虫に到らなかった。
E 対照症例について
広節裂頭僚虫症2例中， 1例はへノポジ泊及び石
橋根皮が無効の後カマラで完全なる駆虫を得たが， 
1例は石橋根皮を 3回投与せるも無効に終り，而も
服薬毎に悪心，幅吐の副作用をみた。無効{癒虫症 2
例中， 1例はカマラ 1回投与で， 1例は綿馬エキス
(頭痛，舷畳の副作用あり〉及び、四塩化茨素が無効の
後石棺根皮で共に完全なる駆虫を得.た。
百臨床所見
1) 広節裂頭僚虫症 2例，無効{康虫症 20 f7ia，媛小 
僚虫症 1例，計 23例中，男 22例女 1例で，感染地
は内地 12例，外地 1例(内，蒙古3例朝鮮2例〉 
であり，之等の症例は投薬の有無に拘らず，短小{露
虫症を除き何れも使中離断体節があり，全例に便中
多数の卵を認めた。
2) 他の寄生虫を認めず，且つ合併症なさ村康虫例
15例の駆虫前末梢血液像をみるに，
i.無鈎僚虫症 12例では，赤血球数最多 560万
より最少 362万，血色素量 120%より 70%，色素
係数1.1以上3例， 1.0 3例， 0.9以下 6例，好酸球 
6%以上7例で， 
ii. 広節裂頭僚虫症2例では，赤血球数 518及
び 412万，血色素量 85及び 80%，色素係数何れ
も0.9以下，好酸球は 1例8%の増多を示し，
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ii.短小候虫症 1例は赤血球数 440万，血色素 反し，本剤は頚部及び頭部に限局した組織融解の像
量 110%，色素係数1.2，好酸球 2.5%を示した。 の見らる与に於ては，恐らくは酵素乃至類似作用が
以上4匪実には強力な傑虫駆除作用が存在し認むべ 発陣せらる与に非ずやと考えられる。その有効成分
き副作用全くなきためその臨床的価値は大で，叉作 は搾汁液に移行し圧縮煮沸に耐える。
用機序は他の駆虫薬が虫体の麻郷作用を発揮するに
第 2編 角質分解酵素弗jによる腸内寄生虫の駆虫に関する実験的並びに臨床的研究
本編は虫回虫，蟻虫，鈎虫の虫体，虫卵及び症例について， 1950年 R.Am，mon氏の創製せ
る角質分解酵素剤“ Nematolyt"を用い，実験的並びに臨床的研究を行えるものである。
工 実験的研究 
1) 鍔死せる豚の腸管内或は人の糞便内より採取
せる豚畑虫，人牒虫，人鈎虫各々 43僚を先ず生理的
金塩水にて洗練後，木剤を生理的食塩水にて 10%， 
1%. 0.1%に稀釈せる各濃度液に投じ，試験管内に
てその後の状況を時間的に観察するに，豚姻虫では
10%液1時間後 5傑中 4僚は虫体の原形を留めぬ迄
に副!解破壊されたが， 1%液 1時間 30分後では全虫 
体は潰揚状に2老化した。人瞬虫では 10% r夜1時間
後 10f!集中 9僚は融解し虫体消失するに反し，人鈎
虫では 10%液 9時間後漸く 10燦中 8僚が消失し 
た。
2) 人及び豚姻虫生卵を採取し，先ず生理的食塩 
水にて洗練後試験管内にて 10%液に 3時間作用せ
しめた後 SudanJI[染色を施せるに，各々  200箇中 
死減卵は夫々 6及び7箇の少数であった。
3) 豚虫回虫 10擦を pH2.0より 8.0に亘る 1仕種
類の本剤 1%液に各々投入し融解作用発現をみる
に， pH 5.0及び 5.3に於て最も強く至適 pHは弱酸
性域内にあるを見た。
E 臨床的研究 
り畑虫症 41例，蝶虫症 27例，鈎虫症 10例に木
剤の 5乃歪 30gを投与せるに，畑虫症では卵陰転
27例減少 13例不愛 1例，蝶虫症では卵陰転 22例減 
少 5例，鈎虫症では卵陰転 2例減少 1例不安7例で
あった。副作用は畑虫症 41例中 2例(噌雌，食息不 
振〉に認めたに過ぎない。
2) 畑虫症 11例につき 3週間連日末梢血液像の
推移を観察せるに， 8例に投与後第 1日より第 10日
の問好酸一球増多症の発現を認めた。
3) 畑虫症 10例につき 3週間連日 Stoll氏法に
より糞便内卵数動揺を見るに，卵陰転 5例では第 1， 
2日激増後第 3目減少し全例第 6日以降陰転し，卵
減少 5例では同様第 1，2日激増後第 3目減少し，第
6日最底値を示した後第 10日以降減沙値に復した。
以上本剤は試験管に於て特有な角質融解作用を発 
揮し，臨床的には特に蝶虫及び姻虫症にみるべき駆
虫効果を認めた。畑虫症投与時に出現せる好酸球増
多現象及び卵数の豪華町jは消化管内に於ける虫体の宛
被と密接な関係があるものと考える。
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